
　晴天の朝、日影山の七合目付近から、山すそ一
面が雲海に包まれ、そんな中、太陽が昇る風景は
とても言葉では表現できないくらいすばらしく、
まるで別世界のようです！夕方は、山一面を朱く
染めながら静かに夕日が沈んで行く、そんなすば
らしい自然環境の中ですくすくと育ち、大きな元
気を故郷は与えてくれました。
　学校までの通学路は、４kmもあり遠いけど、

それが幸いして身体は丈夫に、頑張る精神も養わ
れたのだと思っています。
　私は兄２人、弟２人その中に生まれ、祖母、両
親、兄弟に暖かく見守られて淋しさやひもじいと
思ったことは覚えていません。１年生に入学した
時から兄さんが私のランドセルを背負って一緒に
山道を走ってもらったことが今でも忘れられませ
ん。学校も遅刻はしましたが小学、中学と９年間
休まず卒業できたことは両親、兄弟に感謝です。
　そんな故郷を、今は兄さん家族がしっかり守っ
てくれていることに感謝します。
　人生75年近く、今までの過ごし方を静かに振
り返ると、後悔することも多々ありましたが、今
健康で過ごすことができ、感謝で一杯です。
　私の好きな「人事を尽くして、天命を待つ」とい
う格言を、ある先生は「天命を信じて、人事を尽
くす」ことだとも教えてくださいました。
　私も残りの人生を精一杯、天命を信じ、家族や
周りの一人ひとりに感謝しながら一歩一歩、力強
く進んでいきます。
　新年号「令和」とともに、ふるさと小野町の皆さ
んにもたくさんの笑顔が広がりますようお祈りし
ます。
“山のかなたのふるさとも、恵みあふれる感謝なり”

ふれあい通信

ふ る さ と 小 野 町 会

太田　カツ子 ●浮金出身　
●東京支部

“感謝の気持ちいっぱい”

　県では、小野町中心市街地における浸水被害の解消を図
るため、右支夏井川の稲荷橋から役場裏までの約１km区間
の河川改修事業を行っています。
　昨年度から、県道船引大越小野線の小野橋架け替え工事
として仮橋および迂回路を整備する工事を行っています。
　今後、信号機の移設工事などを実施した上で、迂回路へ
通行の切り替えを行います。なお切り替え時期は６月下旬
を予定しています。
　道路を切り替えた後、新しい小野橋に架け替える工事を
行う予定です。
　工事期間中は、大型車両の通行などにより、近隣住民の
方や通行する皆さんへご迷惑をお掛けしますが、安全面、
環境面に十分配慮し、工事を進めますので、ご理解とご協
力をお願いします。
問県中建設事務所　河川砂防課
　☎024‐935‐1438
問地域整備課　☎72‐6937

右支夏井川河川改修工事について
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